
査調報予況海況漁

的

この調査は、沿岸沖合漁業に関寸る漁況海況の調査研究および資源調査の結果にもとづいて予報を

作成することにより漁業資源の合理的利用と操業の効率化を図り、もって漁業経営の安定に資するこ

とを目的とする。
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調査項目

海況調査(定線海洋観測)

・各層測温・塩検 0・10・20・30・fi)・ 75・100・150・200・300・400・500問

(但し沿岸定線は 300問までの 10層)

・魚卵・稚仔採集及び査定

・プランクトン採集及び査定

・気象観測天候、気温、風向風力、気圧、雲量

・海象観測波浪、うねり、水色、透明度

・見張調査

漁況調査

・県内主要 9港(沢辺、深浦、鯵ケ沢、小泊、三厩、佐井、大畑、白糠、八戸)における主要8

魚種(スルメイカ、サノ之、マグロ、ブリ、タイ、ヤリイカ、サクラマス、アフラツノザメ)に

ついて、日別、魚種漁業別出漁隻数、漁獲量、魚、体、漁場を調査した。

調査方法

(1 )は試験船により 1、2尽を除く毎月 1回調査を行い、分析及び整理は本場内で行った。

(2)は各地区担当の普及員に毎月報告を依頼し、これを取りまとめた。
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調査結果

4 7年の海況

日本海における暖流の北上流量

計算で求めた軒1作埼西方海域における対馬暖流の北上流量を1.1表に示した。
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].1表対馬暖流の月別北上流量
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太年の流量は、過去 4ヶ年の平均値にくらべて各月とも大きく、特に 7月は 2倍強に達し、強

勢であっ?。また暖流域の水温11春から冬にかけて、平年よりも終始高めに推移した。

(2) 津軽暖流域の面積と水温

面積は 5/j幾分狭かったが6月以降平年並となった。なお、 7月からこの流域南側は、近海を

北ヒする黒湖分派と接し、特に岩手県沿岸域は黒潮分派のため高温となった。

本県沖におけるこの水域の水混は、対馬暖流の強勢を反映し ""(1包めに推移した。

(3) 親潮域

5Hきでは第 1分校の接岸:工やや顕著であったが、 6月以降津軽暖流の増勢及び近海の黒潮北

上分派の強勢と相チって第 1 分校の勢力は非常に弱くなり、以後 143~145Eを南下寸る第

2分校に勢力が集中した。なお親潮域の水温は例年より高めで、全体にこの水域は弱勢であった。

(4) 混合域

近海の黒潮分派は、 4月よ i)岩手県沿岸付近に接近しているのが認められ、以後幾分かは北上

したが.概ね岩手県沿岸域に存在し、比較的規模が大きく、かつ位i量が西側に偏っている等の点

は例年とは異っ℃いて、本年東北海域の海況の大きな特徴となったコ

2 稚魚査定

頭足類 1属 1種

魚類 9属 12種が査定された。

特に漁業的に重要だと思われる種としてサンマ、メパル属の 1種、ホッケの稚魚、が見られた。

3 プランクト査定

優占的に出現した種;土原生動物 1属1種、腔腸動物 1属、毛顎動物 1属、筋足動物 12属 2 0 

種である。

5 - 1 0月 1地点当り平均湿重量は出現種の関係から 5月に最高で月が進むにしたがって減少

の傾向が見られる。

4. 4 7年の漁況

(1 ) 日本海

1本釣によるスルメイカ漁業は夏季においては 1隻当りの漁獲量、総、漁獲量(4， 2 2 5トン)

とも平年をや L下廻る程度であった。また秋季における 1隻当り漁獲量、総、冷、獲量(2， 1 2 3ト

ン)とも平年を上廻った。定置網による漁況については、アジ、マサノくとも良好であったが，ブ

リ、マグロ及びマダイ i工低調であった。また本年の特異現象として、 10 ~ 1 1月に大型定置網

に例年になく大羽イワシが多く入網した。

(2) 太平洋

八戸近海における夏季のスルノ「カ漁獲量は、 9.1 5 5トン、秋季ι:1 1 :-l，8 5 0ヤンで共乙平
年漁獲量を下廻っ介。又サハl工、八戸港に水婦された三陸ものは 20 2， -1 2 7トンで昨年を僅かに

下廻ったが、一方道東からの搬入サノえは 5，080トンで、これまでの最高を記録した。
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